
愛媛県宇和島警察署協議会会議録 

（令和７年度第２回） 

日

時 
令和７年 10月 20日（月曜日）午後１時 30分～午後３時 30分 

出

席

者 

１ 警察署協議会 

会長以下12人 

２ 警察署 

  署長以下11人 

議

事

概

要 

１ 会長挨拶 

積極的な意見発表の依頼 

２ 署長挨拶 

 ⑴ 警察活動への理解と支援に対する謝辞 

 ⑵ 忌憚のない意見の依頼 

３ 業務推進結果等の説明 

  令和７年５月から８月の業務推進結果及び令和７年９月から12月の

業務推進計画について、各課長が報告、説明した。 

４ 諮問及び答申 

 

５ 質疑応答、意見要望等 

   【質問】 

   非行防止教室の内容はどのようなものか。 

   【回答】 

   ＳＮＳを巡るトラブルなど、児童生徒の非行や犯罪被害を未然に

防ぐことを目的として、依頼者の要望に沿う形で実施している。 

   【質問】 

   署員による災害訓練の実施状況はどうか。 

   【回答】 

   積極的に機会を作って、装備資機材を使用した訓練などを実施し

ている。 

   【質問】 

   外国人実習生に対する交通事故防止研修はしているのか。 

   【回答】 

   警備課や交通課の警察官が出向いて実施している。 

諮 問 答 申 

高齢者交通事故抑止対策 高齢者が絡む交通事故の割合が

高いことを踏まえて、署員が一丸

となって各種活動を推進していた

だきたい。 



   【要望】 

   中高生の自転車利用者の交通違反が多いので、指導をお願いした

い。 

   【回答】 

   学校と連携し、自転車の交通安全教育を強化していく。 

   【質問】 

   電動車いす利用者の交通ルールに対する講習内容はどのようなも

のがあるか。 

   【回答】 

   電動車いす利用者は歩行者扱いとなるので、歩行者の交通ルール

に準じた講習内容としている。 

   【意見】 

   特殊詐欺被害に遭わないためのＳＮＳの利用方法について教示願

いたい。 

   【回答】 

   ＳＮＳの危険性を理解した上で、例えば、実際に会ったことのな

い人からお金や投資の話が出た場合は詐欺を疑うなど、少しでも不

審に思うことがあれば、すぐに警察に相談していただきたい。 

   【質問】 

   インターネットを利用して、警察に遺失届を出すことは可能か。 

   【回答】 

   現在のところ、愛媛県では適用されていない。 

   【質問】 

   高齢者による免許更新手続で更新できない場合はあるか。 

   【回答】 

   認知機能検査によって「認知症のおそれあり」となり、再検査の

結果、一定基準に満たない場合や医師の診断書により認知症と判断

された場合のほか、運転技能検査を受検し合格しない場合は、更新

できない。 

   【質問】 

   高齢者による交通事故の実態及び交通事故抑止対策について教示

願いたい。 

   【回答】 

   管内では、高齢者が加害者となる割合が非常に高くなっており、

高齢の歩行者が被害に遭わないための活動だけでなく、高齢ドライ

バーが加害者とならないような抑止対策が重要である。 



   現在、管内の自動車学校及び市と共同して、県内初の試みとなる

「伊予のぼちぼち運転宣言」という危険な状況で運転を控えてもら

うことや中間任意講習を受講してもらう取組をしている。また、交

通安全教室等では、夜間の反射材着用促進や加齢に伴う身体機能の

変化を認識することができるような取組を行っており、引き続き、

交通事故抑止対策に努めたい。 

   【意見】 

   「伊予のぼちぼち運転宣言」に伴う中間任意講習受講費用の補助

金の対象はどうか。 

   【回答】 

   中間任意講習において、宇和島市が行っている補助金の対象は、

宇和島市民のみとなっている。 

   【意見】 

   電動車いす利用者の視点を取り入れた道路整備はしているか。 

   【回答】 

   引き続き、道路管理者と連携していく。 

 

６ その他 

  会議終了後、会長以下12人は、可搬式オービスを視察した。 

 

 

      

 

警察署協議会の開催状況 可搬式オービスの説明 


